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52,904
（推計時）

人口・世帯数の将来推計

人 口

一般世帯

（資料）実績値：「国勢調査」（総務省） （2004年（H16）は国勢調査による補間補正後の推計人口（確報値））
推計値：「日本の将来推計人口（平成29年推計）」［出生中位（死亡中位）推計］ （国立社会保障・人口問題研究所）

「日本の世帯数の将来推計（全国推計）（平成25年3月推計）」 （国立社会保障・人口問題研究所）

実績値 推計値

（千世帯） （千人）

（年）

世帯数ピーク

（2019年と推計）

人口ピーク
（H20/2008年）

128,084千人

【人口・世帯数の推移及び将来推計】

◇我が国の人口は平成２０年（２００８年）頃をピークに減少。

◇世帯数は２０１５年まで増加を続けるものの、２０１９年以降、世帯は減少に転じる（推計）。
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都道府県別世帯数のピーク時期

世帯数の増加は、全国的には2020年でピークを迎えるが、
35道県においては、2020年より前にピークを迎える。

資料)  国勢調査（総務省）
国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計（都道府県別推計）」（2014年4月推計）

世帯数の増加がピークを迎える時期

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年

6 10 19 7 4 1

和歌山県 北海道 茨城県 宮城県 東京都 沖縄県

山口県 青森県 栃木県 埼玉県 神奈川県

愛媛県 岩手県 群馬県 千葉県 愛知県

高知県 秋田県 新潟県 京都府 滋賀県

長崎県 山形県 富山県 大阪府

鹿児島県 福島県 石川県 兵庫県

長野県 福井県 福岡県

鳥取県 山梨県

島根県 岐阜県

徳島県 静岡県

三重県

奈良県 全国

岡山県

広島県

香川県

佐賀県

熊本県

大分県

宮崎県
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単身世帯

夫婦のみの世帯

夫婦と子の世帯

ひとり親と子の世帯

その他の一般世帯

○2010年には単身世帯が最も多い類型（総世帯の１／３）となっており、今後も増加する見通し。
○今後、夫婦と子の世帯が減少していく一方で、ひとり親と子世帯は増加する見通し。
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世帯数の減少（世帯類型別世帯数の変化）

注：「その他の一般世帯」は、夫婦と両親、夫婦とひとり親、夫婦と子どもと親、夫婦と他の親族、夫婦と子どもと他の親族、夫婦と親と他の親族、兄弟姉妹のみからなる世帯や他に分類され
ない世帯を対象としている
出典：国立社会保障・人口問題研究所 『日本の世帯数の将来推計（全国推計）』（2014年4月推計）

実績値 推計値

16,785
(32.4%)

14,474
(27.9%)

10,269
(19.8%)

4,535
(8.7%)

5,779
(11.1%)

（千世帯）

18,648
(35.6%)

13,132
(25.0%)

10,973
(20.9%)

5,558
(10.6%)

4,127
(7.9%)

18,457
(37.2%)

11,532
(23.3%)

10,500
(21.2%)

5,645
(11.4%)

3,421
(6.9%)



○２００８年の年間死亡者数推計114.2万人と、終戦後の死亡者数を初めて更新
（これまでは1947年の113.8万人が最大）

○２０３０年以降、年間、150万人程度が死亡。年間で１００万人レベルの人口減少
（毎年、政令市が１つなくなることに相当）。
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年間の死亡者数の推移及び将来推計

国立社会保障・人口問題研究所『日本の将来推計人口』(平成24年1月推計)[出生中位(死亡中位)]による。

年間の死亡者数の推移・将来推計

1965年生まれ（昭和40年生まれ）が
75歳となる2040年ころに死亡者数が最大

1955年生まれ（昭和30年生まれ）が
75歳となる2030年ころ人口減少 100万人／年
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年間の死亡者数の推移・将来推計
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生産年齢人口（15～65歳）の推移

生産年齢人口の推移

※2020年以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計。出生中位(死亡中位)推計。

1995年をピーク
に減少

2015年時点で、
ピーク時より
約1000万人減少

2065年時点で、
ピーク時の約半数
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65～74歳人口の推移

65～69歳人口 70～74歳人口

2012～2016年に
65～69歳人口が急増

団塊世代が労働力人口に貢献
しかし、この効果も
2017年からはなくなる

６５～７４歳人口の推移



公的賃貸住宅政策の流れ公的賃貸住宅政策の流れ

戦後の住宅政策全体の流れ戦後の住宅政策全体の流れ

住宅政策の流れ

○戦後、ハコの不足 持家政策 ＋ 公的賃貸住宅政策

低所得者対策としての公営住宅

市場で供給されにくい賃貸住宅
（ファミリー向け、バリアフリー等）

新規建設主体 既存対策・活用（ストック）

公的主体 民間活用・支援（悪いものをつくらせな
い、 市場における選択）

ハード ソフト（福祉等との連携）

ex 住宅建設計画法（1966年：S41～） ex 住生活基本法（2006年：H18～）
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重層的な住宅セーフティネットのイメージ

地方公共団体が
供給・管理

ex 公営住宅

民間活用 民間支援

ex 特定優良賃貸住宅

（高齢者向け優良賃貸住宅）

ex サービス付き高齢者向け住宅

セーフティネット住宅

-認定- -登録-
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重層的な住宅セーフティネット政策の基本的な考え方

供給・管
理
主体

地方公共団体 民間等 民間等

公共が直接供給・管理
（民間で整備した住宅を買取り・
借上げするものを含む）

民間等が供給・管理
地方公共団体が認定

民間等が地方公共団体に
登録
地方公共団体が情報提供

補助の
考え方

国が地方公共団体に
整備費・家賃対策の補助
【法定補助】

国・地方公共団体が民間等
に整備費・家賃対策の補助
【法定補助】

国・地方公共団体が民間等
に整備費・家賃対策の補助
【予算補助】

主な施策 ・公営住宅 ・特定優良賃貸住宅 等

・サービス付き高齢者向け
住宅

・新たな住宅セーフティネッ
ト制度 等

公的関与
（地方公共
団体の裁
量）

大 小
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住宅政策の変遷 民間活用・支援

○民間が供給、地方公共団体等に登録

・登録基準で一定のレベルを確保

ex ハード（耐震性能、居住面積、設備、バリアフリー等）
ソフト（借家契約、家賃等）

・情報開示による選択

・整備等への支援（補助、公的融資、税）

民間活用・支援のスキーム
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サービス付き高齢者住宅
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（安否確認、介護に至らない多様な生活支援（LSA）、食事の提供、家事代行

等）

住宅サービス

（集合住宅における管理業務）

自

己

負

担

（
一
部
公
に
よ
る
支
援
）

保
険
サ
ー
ビ
ス
費

自
己
負
担 （

広
義
の
）
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

介
護
サ
ー
ビ
ス

狭
義
の

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

住
宅
サ
ー
ビ
ス

介護サービス（介護保険サービス）

介護保険給付対象外サービス

（上乗せ・横だし）

生活支援サービス

要介護自立

住まいとサービスの関係（イメージ）
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「介護」、「医療」、「予防」という専門的なサービスと、その
前提としての「住まい」と「生活支援・福祉サービス」が相
互に関係し、連携しながら在宅の生活を支えている。

【すまいとすまい方】
生活の基盤として必要な住まいが整備され、本人の希望
と経済力にかなった住まい方が確保されていることが地
域包括ケアシステムの前提。高齢者のプライバシーと尊
厳が十分に守られた住環境が必要。

【生活支援・福祉サービス】
心身の能力の低下、経済的理由、家族関係の変化などで
も尊厳ある生活が継続できるよう生活支援を行う。
生活支援には、食事の準備など、サービス化できる支援
から、近隣住民の声かけや見守りなどのインフォーマルな
支援まで幅広く、担い手も多様。生活困窮者などには、福
祉サービスとしての提供も。

【介護・医療・予防】
個々人の抱える課題にあわせて「介護･リハビリテーショ
ン」「医療・看護」「保健・予防」が専門職によって提供され
る（有機的に連携し、一体的に提供）。ケアマネジメントに
基づき、必要に応じて生活支援と一体的に提供。

【本人・家族の選択と心構え】
単身・高齢者のみ世帯が主流になる中で、在宅生活を選
択することの意味を、本人家族が理解し、そのための心
構えを持つことが重要。

（参考）地域包括ケアシステムにおける「５つの構成要素」

平成２５年３月地域包括ケア研究会報告書より



住み慣れた環境で必要なサービスを受
けながら暮らし続ける

ハード ○床面積は原則２５㎡以上

○構造・設備が一定の基準を満たすこと

○バリアフリー構造であること（廊下幅、段差解消、手すり設置）

サービス ○必須サービス：安否確認サービス・生活相談サービス

※その他のサービスの例：食事の提供、清掃・洗濯等の家事援助

契約内容 ○長期入院を理由に事業者から一方的に解約できないこととしてい

るなど、居住の安定が図られた契約であること

○敷金、家賃、サービス対価以外の金銭を徴収しないこと 等

【登録基準】

【入居者要件】
・60歳以上の者 又は要支援・要介護認定者 等

【併設施設】
診療所、訪問看護ステーション、
ヘルパーステーション、
デイサービスセンター など

サービス付き高齢者向け住宅

○バリアフリー化や居住者への生活支援の実施等の基準を満たす住宅について都道府県等が登録を実施。
※サービス付き高齢者向け住宅の登録制度は、「高齢者の居住の安定確保に関する法律」（高齢者住まい法）の改正により、平成23年10月に創設

○料金やサービス内容など住宅に関する情報が事業者から開示されることにより、居住者のニーズにあった住ま
いの選択が可能。

戸数 216,680戸

棟数 6,633棟

【登録状況（H29.3末時点）】

サービス付き高齢者向け住宅制度（登録制度の概要）
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サービス付き高齢者向け住宅整備事業の概要 平成30年度予算案：305億円の内数

「サービス付き高齢者向け住宅」として登録
○ 高齢者住まい法に規定する「サービス付き高齢者向け

住宅」として10年以上登録すること

その他の要件
○ 入居者の家賃の額が、近傍同種の住宅の家賃の額と

均衡を失しないように定められていること

○ 入居者からの家賃等の徴収方法が、前払いによるもの
に限定されていないこと

○ 事業に要する資金の調達が確実であること

○ 市町村のまちづくり方針と整合していること

○ 運営情報の提供を行うこと

※ 新たに補助を受けるサービス付き高齢者向け住宅について、当該住宅を整備又は
運営する事業者が、既に整備又は運営しているサービス付き高齢者向け住宅も含
めて運営情報の提供を行っていることを、補助要件化する予定。

赤字は平成30年度予算案における制度変更内容

住宅

補助率 限度額 補助対象（※１）

改修 １／３ 150→180万円／戸
（※２）

調査設計計画費用を
補助対象に追加（※２）

新築

床面積30㎡以上
（かつ一定の設備完備）

１／１０

135万円／戸
住棟の全住戸数の２
割を上限に適用（※３）

床面積25㎡以上 120万円／戸

床面積25㎡未満 110→90万円／戸

補助率 限度額 補助対象（※１）

改修 １／３ 1000万円／施設 ○

新築
地域交流施設等（※２）

１／１０ 1000万円／施設
○

介護関連施設等（※３） ○→×（※４）

※１ 家賃30万円／月以上の住戸は補助対象外とする。また、事業目的の達成のために必要な範囲を逸脱する華美又は過

大な設備は補助対象外とする。改修は、共用部分及びバリアフリー化に係る工事、用途変更に伴い建築基準法等の法
令に適合させるために必要となる構造・設備の改良に係る工事（高齢者住まい法上必要となる住宅設備の設置等）に限る。

※２ 限度額の引上げと補助対象の追加は、①階段室型の共同住宅を活用し、新たに共用廊下を設置する、②戸建住宅や
事務所等を活用し、用途変更に伴い建築基準法等の法令適合のための工事が新たに必要となる、のいずれかに該当
する改修が対象。その他の改修は、新築と同じ限度額と補助対象が適用される。

※３ 住棟の全住戸数の２割を超える住戸については限度額を120万円／戸とする。ただし、入居世帯を夫婦等に限定する
場合には、上限に関わらず当該住戸の補助限度額を135万円／戸とする。

※１ 事業目的の達成のために必要な範囲を逸脱する華美又は過大な設備は補助対象外とする。

※２ 地域交流施設、生活相談サービス施設、健康維持施設等で、地方公共団体など地域との連携を行うもの。
※３ 訪問介護事業所、通所介護事業所、居宅介護支援事業所等の介護関連施設、病院、診療所、看護事業の用に供する

施設。
※４ 介護関連施設等の新築に係る整備費用を補助対象外とする。ただし、平成30年度中までに工事に着手する事業は現

行とおり補助対象とする。

学校を改修して整備した事例 地域交流施設のイメージ

○新築による整備から改修による整備に重点化

・ 既存ストックを改修する場合に補助限度額を引上げ
・ 新築（25㎡未満の住宅）の補助限度額を引下げ

○併設施設の新築への支援を地域交流施設等に重点化

○既存物件も含む運営情報の提供を補助要件化（※）

平成３０年度予算案のポイント

高齢者生活支援施設

要件 補助内容の概要
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高齢者向け住まい・施設の定員数

※１：介護保険３施設及び認知症高齢者グループホームは、「介護サービス施設・事業所調査（10/1時点）【H12・H13】」及び「介護給付費実態調査（10月審査分）【H14～】（定員数ではなく利用者数）」による。
※２：介護老人福祉施設は、介護福祉施設サービスと地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護を合算したもの。
※３：認知症高齢者グループホームは、H12～H16は痴呆対応型共同生活介護、H17～は認知症対応型共同生活介護により表示。
※４：養護老人ホーム・軽費老人ホームは、「H2５社会福祉施設等調査（10/1時点）」による。ただし、H21~H23は調査票の回収率から算出した推計値であり、H24･25は基本票の数値。
※５：有料老人ホームは、厚生労働省老健局の調査結果（7/1時点）による。
※６：サービス付き高齢者向け住宅は、「サービス付き高齢者向け住宅情報提供システム（3/31時点）」による。

○サービス付き高齢者向け住宅は、短期間で一定程度の普及
（H29.3末時点で約21.7万戸）
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サービス付き高齢者向け住宅の住戸面積等の分布

○介護型が太宗、結果としての施設化

→十分な体制等があるか、住宅としての魅力ある設計か

0.1%

61.6%15.1%

14.5%

2.8%
2.1%

3.8%
18㎡未満

18㎡以上20㎡未満

20㎡以上25㎡未満

25㎡以上30㎡未満

30㎡以上35㎡未満

35㎡以上40㎡未満

40㎡以上

住戸面積

平均：22.0㎡

9.8

10.3

8.4

5.9

5.3

7.5

5.8

4.9

8.5

18.2

17.2

21.2

17

16.3

19.1

14.4

14.7

13.2

13.9

14.9

11

10.4

11.6

6.5

4.6

4.7

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

有料老人ホーム

サービス付き

高齢者向け住宅

自立（認定なし） 要支援1 要支援2

要介護1 要介護2 要介護3

要介護4 要介護5 不明等

高齢者向け住まいにおける要介護高齢者の入居割合

出典）平成26年度厚生労働省老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）
「高齢者向け住まいが果たしている機能・役割等に関する実態調査」 （株式会社野村総合研究所） 18



サービス付き高齢者向け住宅の入居費用

3%

15%

9%

15%

31%

24%

23%

28%

26%

21%

15%

17%

17%

6%

11%

23%

5%

13%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大都市圏

地方圏

全国

～6万円 6～8万円 8～10万円 10～12万円 12～14万円 14万円～

○ サービス付き高齢者向け住宅の入居費用（月額） ※

平均：8.6万円

平均：10.1万円

平均：11.9万円

※家賃、共益費、必須（生活相談・見守り）サービス費用の合計。
ただし、必須サービス費用は、介護保険適用分（1割負担）を除く。

※平成27年度末時点における登録情報による
※大都市圏：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、岐阜県、愛知県、三重県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県

地 方 圏：その他の道県

○低所得の高齢者（国民年金層等）が入居可能なサービス付き高齢者
向け住宅の供給は相対的に少ない
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サ高住の入居者の要介護度等
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サービス付き

高齢者向け住宅

自立 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ M 不明

高齢者住まいにおける認知症高齢者の入居割合
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10.3

8.4

5.9

5.3

7.5

5.8

4.9

8.5

18.2

17.2

21.2

17

16.3

19.1

14.4

14.7

13.2

13.9

14.9

11

10.4

11.6

6.5

4.6

4.7

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

有料老人ホーム

サービス付き

高齢者向け住宅

自立（認定なし） 要支援1 要支援2

要介護1 要介護2 要介護3

要介護4 要介護5 不明等

高齢者向け住まいにおける要介護高齢者の入居割合

・サ高住の入居者は、要介護・要支援認定を受けている方が約９割、認知症自立度Ⅱ以上の
方が約４割を占める。

出典）平成26年度厚生労働省老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）
「高齢者向け住まいが果たしている機能・役割等に関する実態調査」 （株式会社野村総合研究所）



ＵＲ賃貸住宅の空住戸を活用した分散型サ高住の整備事例（ゆいま～る高島平（東京都板橋区））

○ ＵＲ賃貸住宅の空き住戸を住戸単位でサブリースし、サービス付高齢者向け住宅を供給。

○43㎡程度の既存の住戸の段差解消工事等を行うとともに、単身の高齢者でもゆったりと住みやすい１DKや１LDKの間取りに変更。
同一住棟に併設施設はなく、敷地内の隣接した住棟に生活相談と安否確認サービスの拠点を設置。

○URと賃貸借契約を締結した民間の事業者が自ら安否確認等のサービスを提供し、登録事業を実施。

■ 従前用途
共同住宅

（121戸）

■ 竣工年
S47年

改修前

都内でも最大規模のUR団地で
ある高島平団地の2-26-2号棟
。
11階建てのSRC造で、間取り
は２DKが中心。
平成22年～23年度にかけて耐
震改修工事を実施し、その際の
補充停止により増加した空き家
をサービス付き高齢者向け住宅
に改修する工事を実施。

■ 物件名
ゆいま～る高島平

■ 所在地
東京都板橋区高島平

■ 建物所有者
独立行政法人都市再生機構

■ 登録事業者
(株)コミュニティネット

■ サービス提供者
(株)コミュニティネット

■ 戸数
計 121戸
一般賃貸住宅 91戸
サービス付き高齢者向け住宅 30戸

■ 改修竣工年
H26年

■ 改修工事費
約１３８百万円

■ 月額利用料
・家賃･･････約93,600～98,100円
・共益費････約2,700円
・サービス費･･･約36,000円（１人） 配置図・平面図

外観写真
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≪建替後≫
ＵＲ賃貸住宅：入居済

1,212戸

≪未着手≫
既存ＵＲ賃貸住宅

300戸

≪未着手≫
既存ＵＲ賃貸住宅

1,240戸

≪未着手≫
既存ＵＲ
賃貸住宅

440戸

公園
約1.0ha

≪着手済≫
既存ＵＲ
賃貸住宅

230戸

≪着手済≫
既存ＵＲ
賃貸住宅

210戸

≪着手済≫

≪着手済≫

○24時間対応ｻｰﾋﾞｽ提供拠点
○ｻｰﾋﾞｽ付高齢者向け住宅

H26.5開設

○柏地域医療連携センター
H26.4開設

特別養護老人ﾎｰﾑ、認知
症高齢者GH (H23.10開設)

植物栽培ユニット
（生きがい就労の取

組）

民間分譲マンション
H24.3～入居

民間分譲マンション等

UR賃貸住宅 220戸

認定こども園（既存
増築）H26.4開設

商業施設

○地区面積 約32.3ha
○戸数 ①従前戸数 4,666戸

②建替後戸数 約2,100戸：予定

薬
局

自立棟

介護棟

居宅介護

小規模多機能

２４Ｈ訪問看護

24Ｈ訪問介護

子育て
支援施設

主治医
診療所

在宅療養
支援診療所

地域包括
支援ｾﾝ
ﾀｰ

地域交流
スペース

N

柏駅

拠点型サ高住の例（ココファン豊四季台）（千葉県柏市）

○UR団地の建替えにより生み出された用地を活用して、福祉拠点化を図った例。サービス付き高齢者向け住宅
と地域の医療・介護拠点を整備し、２４時間対応の地域包括ケアシステムを構築。
○サ高住や団地内の住民だけでなく、周辺住民も利用できる地域のサービス拠点として整備。

サービス付き高齢者向け住宅と医療・福祉サービス拠点の整備

名 称：ココファン柏豊四季台
（サービス付き高齢者向け住宅）

戸 数：105戸（自立型33戸・介護型72戸）
開 設：平成２６年５月
併設施設：グループホーム、小規模多機能居宅介護施設、

24Ｈ定期巡回訪問介護・看護、在宅療養支援診療所、
診療所、薬局、地域包括支援ｾﾝﾀｰ、地域交流スペー
ス、子育て支援施設

事 業 者 ：学研ココファン

UR豊四季台団地における取組
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○１９８７年以前は、介護や医療などすべてのサービスが不随した施設「プライエム」を建設していた。
※プライエム：特別養護老人ホーム等に相当

○１９８８年以降は、プライエムの新規建設が禁止された。
高齢者住宅「エルダボーリ」の建設へ。いわば「介護と住宅の分離」 である。
※エルダボーリ：介護は外部サービスを利用する、高齢者住宅、ケアハウス等に相当

○しかし、介護職員が常駐していないと虚弱な高齢者の介護はできないと判明したことから、
介護サービス付き高齢者住宅「プライエボーリ」を導入することとなった。
「揺り戻し」にもみえるが、住宅でも常時の介護が受けられるという点は継承されている。
※プライエボーリ：介護保険の特定施設の指定を受けたサービス付き高齢者住宅、有料老人ホーム等に相当

エルダボーリとプライエボーリ エルダボーリの増築

プライエム２室から
プライエボーリ１戸へ改修

プライエボーリ

【2006年調査資料】
(参考)デンマークの高齢者住宅
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【プライエボーリ内の共用リビング】

【居室内の浴室・トイレ】

入院・入所でなく“引っ越し”
住み慣れた環境で生活を継続するという考え方は継続しており、プライエボーリの個室（住戸）は、自分の使い慣れた家具や電化

製品などを持ち込める十分の広さがあり、浴室、トイレ、キッチン（簡易なもの）もあり、住宅そのものである。

要介護となり、プライエボーリに住み替えなければならないこととなっても、生活空間まで大きく変わることがない。いうなれば“引っ
越し”に過ぎず、自らの生活スタイルが継続できるのである。

エルダボーリ：高齢者住宅

プライエボーリ：介護サービス付き高齢者住宅

浴室・トイレ内に浴槽はなく、シャワーのみ。
シャワーキャリーにより容易に利用が可能。
浴槽への入浴介助に比べ容易。

シャワーキャリー

テクノエイド協会資料

介護が必要となっても

【2006年調査資料】（参考） デンマークでの“介護”
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かかりつけ医の診療所

コペンハーゲンの病院

“かかりつけ医”という制度
デンマークでは、あらかじめ自分の「かかりつけ医」を選択することとなっている。身近
に相談できる医師がいるというメリットはあるものの、かかりつけ医を通さないと病院に
アクセスできないというデメリットもある

【病院食の掲示】

介護は病院ではなく住宅で
病院では、自宅に戻すことを前提に治療を行っている。

退院後の生活では、介護サービスを受ける必要があるので、病院と市
が連携を図り、退院後の計画策定や経過報告を行っている。また、直
ちに自宅には戻れない場合は、プライエムの短期滞在を利用し、機能
訓練を行うこととしている。

医療はどこまでやるか
デンマークにあるビスプビャ
ウ病院では、平均入院期間
は15日、病院での死亡率は

入院者の２％と著しく低く
なっている。（我が国の病院
での死亡率は約８割）

食事の違い
訪問時にプライエボーリでは各部屋への夕食の配膳が行
われていたが、オープンサンドであった。また、病院で掲示
されていた食事メニューをみても全食がパンとチーズなど
が中心としたものであった。我が国の介護施設や病院の食
事メニューと比べて簡素であり、調理や食事介助の手間は
少なくて済むと思われる。

介護と医療のバランス
プライエボーリでの職員の人員配置は高齢者に対して約1:1と、我が
国の3:1以上という基準に比べて手厚い人員配置がなされている。た
だし、プライエボーリには看護職員はおらず、介護職員のみである。

我が国の特別養護老人ホームや特定施設では、看護職員の配置が
要件とされている点で異なっている。

【2006年調査資料】（参考） デンマークでの“医療”
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サービス付き高齢者向け住宅の今後の課題

住宅としての魅力づけ

より所得が低い人への対応（高齢者以外との混在）

立地（まちなかに住む、地域の介護・医療力）

多様な選択肢の提示（自立から看取りまで）

費用負担能力を上げる
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住宅政策の変遷 サービス付き高齢者住宅・セーフティネット住宅

・低所得者、高齢者対策

・高齢者以外の住宅確保要配慮者対応 等

セーフティネット住宅（2017年～）

サービス付き高齢者向け住宅（2011年～）

(課題のうち）

バリアフリーの賃貸住宅＋見守り＋介護等外部サービス
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新たなセーフティネット住宅

28

※「住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律
（改正住宅セーフティネット法）」は、H29.4.26 に公布、H29.10.25に施
行。



住宅確保要配慮者・住宅ストックの状況

29

・高齢者の単身世帯が大幅増
（H27）601万世帯 →（H37）701万世帯

・若年層の収入はピーク時から１割減
【30歳代給与】（H9）474万円 →（H27）416万円

・子どもを増やせない若年夫婦
【理想の子ども数を持たない理由】

－ 家が狭いから：16.0％

・特にひとり親世帯は低収入
【H26年収】ひとり親 296万円

⇔ 夫婦子育て世帯 688万円

・家賃滞納等への不安から入居拒否

生活保護受給者

高齢者のみの世帯

ひとり親世帯

単身の高齢者 65％

60％

55％

14％ H26 民間調査

【大家の入居拒否感】

・総人口が減少する中で公営住宅の大幅
増は見込めない
【管理戸数】
（H17）219万戸 →（H26）216万戸

・民間の空き家・空き室は増加傾向
（H15）659万戸 →（H25）820万戸

空き家・空き室を活用し、住宅セーフティネット機能を強化

【空き家・空き室の現状】

二次的住宅
5.0％（41万戸）

その他の住宅
38.8％（318万戸）

売却用の住宅
3.8％（31万戸）

約820
万戸

うち耐震性
等があり

駅から１㎞
以内の住宅

４８万戸

うち耐震性
等があり

駅から１㎞
以内の住宅

１３７万戸

賃貸用の住宅
52.4％（429万戸）

住宅確保要配慮者の状況 住宅ストックの状況



（参考）高齢者世帯の状況①

○高齢単身世帯の大幅増 ［民営借家に居住する高齢単身世帯］
(H27) 132万世帯 ⇒ (H37) 154万世帯 (推計)

［民営借家に転居した高齢者世帯のうち
持ち家から転居した割合］ 30%（H21～H25）

30



（参考）高齢者世帯の状況②

○高齢単身世帯が居住する民営借家の４割超は旧耐震建築

○高齢夫婦世帯の配偶者が死亡することにより、家賃負担が困難に 31



（参考）公営住宅の現状①

①公営住宅の管理戸数の推移（平成26年度末）
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（参考）公営住宅の現状②

② 公営住宅の供給実績の推移

③ 公営住宅の応募倍率（平成26年度）

・全国平均 5.8倍 東京都 22.8倍 大阪府 10.5倍

④ 公営住宅の長期空き家率（平成26年度）

・全国 0.8% 三大都市圏 0.6% 東京圏 0.1%
（長期空き家率：管理戸数のうち、入居者の募集を行ったが空き家となっ
ている住宅で、前入居者退去の後１年以上経過しているものの割合） 33



（参考）空き家の増加

[空き家の種類]
二次的住宅：別荘及びその他（たまに寝泊まりする人がいる住宅）
賃貸用又は売却用の住宅：新築・中古を問わず，賃貸又は売却のために空き家になっている住宅
その他の住宅：上記の他に人が住んでいない住宅で，例えば，転勤・入院などのため居住世帯が長期にわたって不在の住宅や建て替えなどのために取り壊すことになっている住宅など

出典：住宅・土地統計調査（総務省）

○空き家・空き室が多く存在し、今後も増加の見込み
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③ 住宅確保要配慮者のマッチング・入居支援

② 専用住宅の改修・入居への経済的支援

① 住宅確保要配慮者の入居を拒まない賃貸住宅の登録制度

新たな住宅セーフティネット制度の枠組み

※ 住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律（住宅セーフティネット法）の一部を改正する法律
（平成29年4月26日公布 10月25日施行）
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賃
貸
人

保
証
会
社

要
配
慮
者

入居

都道府県等

登録 情報提供

要配慮者の入居を
拒まない住宅（登録住宅）

家賃・家賃債務
保証料の低廉化

・改修費補助
（立上り期に国の直接

補助あり）

・家賃低廉化補助
・改修費融資

（住宅金融支援機構）

・家賃債務
保証料補助

居住支援協議会

不動産関係団体
宅地建物取引業者

賃貸住宅管理業者、家主等

居住支援団体
居住支援法人

社会福祉法人、ＮＰＯ等

地方公共団体
（住宅部局・福祉部局）

居
住
支
援
法
人

入居
支援等

居住支援活動への補助

【新たな住宅セーフティネット制度のイメージ】

国と地方公共団体等
による支援



住宅確保要配慮者の入居を拒まない賃貸住宅の登録制度

１．都道府県・市区町村による
住宅確保要配慮者向け賃貸住宅の供給促進計画の策定【法律】

２．賃貸人が住宅確保要配慮者の入居を拒まない賃貸住宅として
都道府県・政令市・中核市に登録【法律】

・登録基準 － 耐震性能・一定の居住面積 等

３．都道府県等が登録住宅の情報開示・賃貸人の指導監督【法律】

・国の基本方針に基づき、供給目標、施策等を規定
・住宅確保要配慮者の範囲

- 高齢者世帯、障害者世帯、子育て世帯、被災者世帯
- 低額所得世帯（月収15.8万円（収入分位25%）以下）
- その他外国人世帯等

※ 指定登録機関による登録も可能とする

※ 上記の供給促進計画により、登録基準の強化・緩和が可能
※ 共同居住型住宅（いわゆるシェアハウス）の面積等の基準を設定
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住宅確保要配慮者の範囲

① 低額所得者

（月収15.8万円（収入分位25％）以下）

② 被災者（発災後３年以内）

③ 高齢者

④ 障害者

⑤ 子ども（高校生相当まで）を養育して

いる者

⑥ 住宅の確保に特に配慮を要するもの

として国土交通省令で定める者

法律で定める者

・外国人 等

（条約や他法令に、居住の確保に関する規定のある

者を想定しており、外国人のほか、中国残留邦

人、児童虐待を受けた者、ハンセン病療養所入所

者、ＤＶ被害者、拉致被害者、犯罪被害者、矯正

施設退所者、生活困窮者など）

・東日本大震災等の大規模災害の被災者

（発災後３年以上経過）

・都道府県や市区町村が

供給促進計画において定める者

国土交通省令で定める者

37

※ 地域の実情等に応じて、海外からの引揚者、
新婚世帯、原子爆弾被爆者、戦傷病者、児童
養護施設退所者、ＬＧＢＴ、ＵＩＪターンに
よる転入者、これらの者に対して必要な生活
支援等を行う者などが考えらえる。



○ 規模
・床面積が一定の規模以上であること

※ 各戸25㎡以上
ただし、共用部分に共同で利用する台所等
を備えることで、各戸に備える場合と同等
以上の居住環境が確保されるときは、
18㎡以上

※ 共同居住型住宅の場合、別途定める基準

○ 構造・設備
・耐震性を有すること

・一定の設備（台所、便所、洗面、浴室等）
を設置していること

○ 家賃が近傍同種の住宅と均衡を失し
ないこと

○ 基本方針・地方公共団体が定める
計画に照らして適切であること 等

登録基準

○ 住宅全体
・住宅全体の面積

15 ㎡ × N ＋ 10㎡以上

（N:居住人数、N≧２）

○ 専用居室
・専用居室の入居者は１人とする

・専用居室の面積

９㎡以上（造り付けの収納の面積を含む）

○ 共用部分
・共用部分に、居間・食堂・台所、便所、洗

面、
洗濯室（場）、浴室又はシャワー室を設ける

・便所、洗面、浴室又はシャワー室は、居住人
数概ね５人につき１箇所の割合で設ける

共同居住型住宅の基準

※ 地方公共団体が供給促進計画で定めることで、耐震性
等を除く基準の一部について、強化・緩和が可能

※ １戸から登録可能

住宅の登録基準
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登録にあたっての留意点

39

● 要配慮者の範囲の限定について
・登録にあたっては入居を拒まない住宅確保要配慮者

の範囲の限定が可能

例）「障害者の入居は拒まない」、「高齢者、低額
所得者、被災者の入居は拒まない」等

・ある属性について条件を付すことも可能

例）「低額所得者の入居を拒まない。ただし、生活
保護受給者については住宅扶助費などの代理納付
がされる場合に限る」等

・不当に範囲を制限することはできない

例）「99歳以上の高齢者のみ入居を拒まない」など
の限定は、制度の趣旨に反するため不可

● 「入居を拒まない」について
・ある属性の入居を拒まないとした場合、その属性で

あることを理由に入居を拒むことができない

例）高齢者を拒まないとした場合「高齢であり孤独
死の不安がある」ことを理由に、子育て世帯を拒
まないとした場合「子どもの騒音に不安がある」
ことを理由に入居を拒むことは禁じられる

例）高齢者のみ拒まないとした場合、入居を希望す
る高齢者が「収入が低く家賃滞納の不安がある」
ことを理由に入居を拒むことは禁じられない

住宅確保要配慮者について

● 登録時の添付書類について
・登録の申請時には、申請様式に加え、付近

見取図、配置図、各階平面図等の添付書類
が必要

・あわせて、耐震性を有することを確認する
ための書類が必要

【昭和56年６月以降の建築】
建築確認済証など建築確認の時期が確認
できる書類

【昭和56年５月以前の建築】
建築士による耐震診断結果など耐震基準
に適合していることが確認できる書類

● 登録システムについて
・国から、以下の機能を有するシステムを提

供（ＷＥＢ上で使用可能）

【登録事業者向け】

登録データの入力・申請様式の印刷

【地方公共団体向け】

登録データの保存・公示

【入居希望者向け】

登録住宅の検索・登録データの閲覧

登録手続について



セーフティネット住宅情報提供システムの概要

国では、セーフティネット住宅※をWeb上で検索・閲覧できるとともに、事業者による登録申請
や地方公共団体における登録事務などを支援するための「セーフティネット住宅情報提供システ
ム」を広く提供します。（平成29年10月20日より） ※住宅セーフティネット法に基づき都道府県等に登録さ

れた、住宅確保要配慮者の入居を拒まない賃貸住宅

（画面イメージ）

情報提供
システム

都
道
府
県
等

事業者

①セーフティネット
住宅の登録データ

の入力
②登録申請書

の印刷

③登録申請

④登録手続き

⑤セーフティネット
住宅の検索・閲覧

要配慮者等
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① 専用住宅に対する改修費補助【予算】

② （独）住宅金融支援機構による登録住宅に対する改良資金融資等【法律・予算】

１．専用住宅等の改修に対する支援措置
（補助を受けた住宅は専用住宅化）

２．低額所得者の入居負担軽減のための支援措置【予算】

（専用の住宅として登録された住宅の場合）

補助対象
① 家賃低廉化に要する費用 ②入居時の家賃債務保証料

（国費上限２万円／月・戸） （国費上限3万円／戸）

補助率 国１／２ ＋ 地方１／２（地方が実施する場合の間接補助）

入居者要件等 入居者収入及び補助期間について一定要件あり

専用住宅の改修・入居への経済的支援

41

補助対象工事 バリアフリー工事、耐震改修工事、用途変更工事等

補助率
【補助金】：国１／３（制度の立上り期、国の直接補助）

【交付金】：国１／３ ＋ 地方１／３
（地方公共団体が実施する場合の間接補助）

入居者要件等 入居者収入及び家賃水準（特に補助金）について一定要件あり



改修費への支援 〔平成29年度予算］
スマートウェルネス住宅等推進事業：320億円の内数
社会資本整備総合交付金等の内数

国による直接補助
【スマートウェルネス住宅等推進事業の内数】

地方公共団体を通じた補助
【社会資本整備総合交付金の内数】

事業主体等 大家等

補助
対象工事等

・共同居住用住居に用途変更するための改修・間取り変更・耐震改修・バリアフリー改修工事
・居住のために最低限必要と認められた工事
・居住支援協議会等が必要と認める改修工事

※ 上記工事に係る調査設計計画（インスペクションを含む）も補助対象

補助率・
補助限度額

国１／３ 国１／３ ＋ 地方１／３

国費限度額：50万円／戸
※ 共同居住用のための改修、間取り変更又は耐震改修工事を実施する場合100万円／戸

入居対象者

・子育て・新婚世帯、高齢者世帯、障害者世帯等

・低額所得者（月収15.8万円（収入分位25％）以下）

・被災者世帯 等

・子育て・新婚世帯、高齢者世帯、障害者世帯等
（月収38.7万円（収入分位70%）以下）

・低額所得者（月収15.8万円（収入分位25％）以下）

・被災者世帯 等

家賃
・公営住宅に準じた家賃の額以下であること。

※ 例 東京都文京区：6.7万円、大阪市：6.4万円
静岡市：5.4万円、青森市：4.4万円

・近傍同種の住宅の家賃の額と均衡を失しない額
であること。

その他
主な要件

・要配慮者専用住宅としての管理期間が10年以上であること。
・情報提供やあっせんなど居住支援協議会等との連携が図られていること。

住宅確保要配慮者専用の住宅に係る改修費用に対して補助を行う。

※その他、住宅金融支援機構による登録住宅に対するリフォーム融資等がある。
※補助金は平成３１年度までの時限措置。 42



補助対象工事
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補助対象工事 備考

バリアフリー
改修工事

手すりの設置工事、段差解消工事、廊下や出入り口
等の拡張工事、階段の改修工事、エレベーター設置
工事など

居住のために
最低限必要と
認められた工事

専門家によるインスペクション等により、構造、
防水等について居住のために補修・改修が必要で
ある旨の指摘を受けて行う工事

現に賃貸住宅として市場に供給され
ている場合は補助対象とならない
また、一定期間（３ヶ月程度）以上
空き家であった場合に対象となる

居住支援協議会等が
必要と認める工事

専ら住宅確保要配慮者の住環境の改善に資する工事
が対象であり、以下のような工事が想定される

・入居者の身体等の状況に応じて必要となる工事
（車いす対応台所、オストメイトの設置等）

・安全性能の向上工事（転落防止措置、滑りにくい
仕上げ材への変更、外部緊急通報装置の設置）

・ヒートショック対策工事（浴室・脱衣室等）

・防音性・遮音性の向上工事（二重床工事、床仕上
げ材の変更工事、界壁の防音工事等）

・防火・消火対策工事

・高齢者、障害者、子育て世帯等を支援する施設の
整備

以下のような工事は対象とならない

・太陽光パネル、貯湯式電気給湯器、
貯湯式ガス給湯器等、食器洗浄機、
床暖房、エアコン、収納棚、サン
ルーム等の設置の設置

・住棟全体の省エネ改修

・有料サービスを受けるための機器
の設置、管理人室の設置 等



・共同居住型住宅とは、以下を
満たす住宅。

① １つの住宅に、複数の賃借
人が共同で居住

② 各賃借人の専用居室を有

し、台所・居間・便所・浴室等
の共用空間・設備を共同で使
用

③ 賃貸人と各賃借人が個別に
賃貸借契約を締結

・近年、増加傾向。約2,500件、
3万室※が供給。比較的、低廉
な家賃で供給される傾向。

※2016年末

（参考）共同居住型住宅（シェアハウス）の概要

共同居住型住宅の概要

44



・所在地：千葉県八千代市
・入居対象：若年の単身女性
・家 賃：3.4～4.2万円 ・共益費：1.2万円
・延べ床面積：130㎡
・居室面積：9.94～11.59㎡
・住戸数（居室数）：6室

戸建を改修した例（6人用）

（参考）共同居住型住宅（シェアハウス）の例①

事例①
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・所在地：東京都新宿区 ・入居対象：若年の単身世帯
・家 賃：6.5～7.6万円 ・共益費：0.9～1.2万円
・延べ床面積：60.2㎡ ・居室面積：8.4～13.2㎡
・住戸数（居室数）：3室

共同住宅の１室を改修した例（3人用）

（参考）共同居住型住宅（シェアハウス）の例②

事例②
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住宅金融支援機構によるリフォーム融資

登録住宅のリフォーム資金を （独） 住宅金融支援機構 （JHF） による融資対象とする。

融資額の上限 融資対象工事費用の８割（10万円単位）

返済期間 20年以内（１年単位）

融資金利
全期間固定金利
※ 具体的な金利水準については、ＪＨＦホームページに掲載

融資の対象となるリ
フォーム工事

国・地方公共団体による登録住宅に対する改修費補助の対象となる工事等を含む
リフォーム工事

登録住宅の
賃貸人

ＪＨＦ要配慮者等
賃貸

リフォーム
資金融資

返済

○ 融資の内容



（１） UIJターンの促進

（2） ひとり親世帯の居住支援

（１） 共助型共同居住（高齢者、子育て世帯、学生）

（2） 外国人留学生向け共同居住

（3） ひとり親世帯向け共同居住

（1） まちなかの居住促進

（2） 密集市街地内の安全性向上

（参考）セーフティネット住宅の改修支援の想定事例

① 共同居住用への改修

② エリアに着目して改修支援

③ 入居者に着目して改修支援
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（参考）セーフティネット住宅を活用したまちづくり例

まちなか

ごちゃまぜ

○○センター

支援活動の拠点

セーフティネット住宅

セーフティネット住宅

セーフティネット住宅

セーフティネット住宅

セーフティネット住宅

セーフティネット住宅（シェアハウス）

生活相談
見守り
生活支援
医療・介護

低額所得者 被災者

高齢者

障害者

子どもを養育している者

家主

低額
所得

高齢者 障害者

＜専用の登録住宅改修補助＞
・1/3補助
・上限100万円×室数

※改修後、専用住宅として、
10年間以上使用が条件

＜補助対象＞
・調査・設計
・バリアフリー化工事
・耐震化工事
・用途変更に伴う工事

（スプリンクラー工事を含む）
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（参考）スマートウェルネス住宅等推進モデル事業の概要

【補助率等】
・住宅及び高齢者の交流施設等の整備費
（補助率：新築等１／１０、改修２／３）
・設計費（補助率：２／３）

高齢者・障害者・子育て世帯（以下「高齢者等」という。）の居住の安定確保及び健康
の維持・増進に資する事業を公募し、国が選定した事業の実施に要する費用の一部を
補助。

高齢者等の居住の安定確保及び健康の維
持・増進に資する先導的な内容のもの

次の①から③に掲げる要件をすべて満
たす必要。

① 高齢者等の居住の安定確保及び健
康の維持・増進に資するために具体的
に課題解決を図る取組みで、先導性が
高く創意工夫を含むものであること

② 公開等により、高齢者等の居住の安
定確保及び健康の維持・増進に資する
住まいづくり・まちづくりの推進上効果
を高めるための情報公開を行うもので
あること

③ 平成２９年度中に事業に着手するも
のであること

①住宅並びに高齢者等の居住の安定確保及
び健康の維持・増進に資する施設（建築設備
を含む。）の整備（新築、取得又は改修）

平成29年度
国庫補助事業

※スマートウェルネス住宅等推進モデル事業のうち、一般部門の一部を記載。 50



家賃・家賃債務保証料の低廉化支援 〔平成29年度予算〕
公的賃貸住宅家賃対策補助：98億円の内数

家賃低廉化に係る補助 家賃債務保証料の低廉化に係る補助

事業主体等 大家等 家賃債務保証会社等

低廉化対象世帯
月収15.8万円（収入分位25%）以下の世帯
※ 生活保護（住宅扶助）及び生活困窮者自立支援制度（住居確保給付金）を受給している世帯

を除く。

補助率・
補助限度額

国１／２＋ 地方１／２
（国費限度額：２万円／戸・月）

国１／２＋地方１／２
（国費限度額：３万円／戸・年）

※ 家賃と保証料に係る支援は、合計して24万円／戸・年を限度として併用可能。

低廉化前の家賃 近傍同種家賃と均衡を失しないこと。

支援期間
・管理開始から原則10年以内等
※ ただし、同一入居者への補助の総額が国費で

240万円を超えない場合は、最長20年間
－

その他の要件
・高齢者を対象とする場合、高齢者居住安定確

保計画等において、対象とする高齢者の考え
方及び対象者数を明示すること。

－

住宅確保要配慮者専用の住宅について、家賃及び家賃債務保証料の低廉化に係る
費用に対して補助を行う。
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２．居住支援法人等による登録住宅等の情報提供・入居相談【法律】

住宅確保要配慮者のマッチング・入居支援

１．都道府県による居住支援法人の指定【法律】

・都道府県が家賃債務保証等の居住支援活動を行うNPO法人等を指定

５．生活保護受給者の住宅扶助費等について賃貸人からの通知に基づき
代理納付 ※ の要否を判断するための手続を創設【法律】

※ 本来、生活保護受給者が賃貸人に支払うべき家賃等を保護の実施機関が賃貸人に直接支払うこと

・一定の要件を満たす家賃債務保証業者を国で登録（省令等で規定）
※ 登録要件等 － 社内規則等の整備、相談窓口の設置、契約時の重要事項説明・書面交付ほか

４．住宅確保要配慮者への家賃債務保証の円滑化

① 適正に家賃債務保証を行う業者について、情報提供を行うとともに
（独）住宅金融支援機構の保険引受けの対象に追加【法律・予算】

② 居住支援法人による家賃債務保証の実施【法律】
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３．居住支援活動への支援措置等【予算】

・補助対象：居住支援協議会等の活動支援 等 補助率：国定額（国の直接補助）



○ 住宅確保要配慮者・民間賃貸住宅の賃貸人の双方に対し、住宅情報の提供等の支援を実施

○ 住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅への円滑な入居の促進等を図るために、地方公共団体、
不動産関係団体、居住支援団体等が連携して、居住支援協議会※を設立

○ 住宅確保要配慮者・民間賃貸住宅の賃貸人の双方に対し、住宅情報の提供等の支援を実施

概要

居住支援協議会の概要

※ 住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律第51条第1項に基づく協議会

（１）設立状況 69協議会が設立（Ｈ29年12月末時点）
○ 都道府県（全都道府県）
○ 区市町（22区市町）

北海道本別町、山形県鶴岡市、千代田区、文京区、江東区、豊島区、
杉並区、板橋区、世田谷区、八王子市、調布市、日野市、多摩市、
川崎市、船橋市、岐阜市、京都市、神戸市、北九州市、福岡市、
大牟田市、熊本市

（２）居住支援協議会による主な活動内容
・メンバー間の意見・情報交換
・要配慮者向けの民間賃貸住宅等の情報発信、紹介・斡旋
・住宅相談サービスの実施

（住宅相談会の開催、住宅相談員の配置等）
・家賃債務保証制度、安否確認サービス等の紹介
・賃貸人や要配慮者を対象とした講演会等の開催

（３）支援
居住支援協議会が行う住宅確保要配慮者に対する民間賃貸住宅等

への入居の円滑化に関する取り組みを支援
〔H29年度予算〕

重層的住宅セーフティネット構築支援事業（4.5億円）の内数

居住支援協議会居住支援協議会

生活福祉・
就労支援協議会

地域住宅
協議会

(自立支援)
協議会

連
携

居住支援団体
居住支援法人

ＮＰＯ
社会福祉法人等

居住支援団体
居住支援法人

ＮＰＯ
社会福祉法人等

不動産関係団体
宅地建物取引業者
賃貸住宅管理業者

家主等

不動産関係団体
宅地建物取引業者
賃貸住宅管理業者

家主等

地方公共団体
（住宅・福祉部局）

都道府県・市町村

地方公共団体
（住宅・福祉部局）

都道府県・市町村

連携
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すこやか賃貸住宅の情報提供の実施

●高齢者が入居した住宅に対して、社会福
祉法人等が「見守りサービス」等を行う取
組を厚労省のモデル事業で支援。

（参考） 京都市居住支援協議会の取組

○京都市では、行政（住宅部局、福祉部局）と不動産関係団体、福祉関係団体等で居住
支援協議会を設立。

○高齢を理由に入居を拒まない「すこやか賃貸住宅」の情報提供を行うとともに、厚労省
のモデル事業を活用して社会福祉法人による「見守りサービス」等を提供。

住まいと生活支援モデル事業の実施

●居住支援協議会のホームページで高
齢を理由に入居を拒まない「すこやか賃
貸住宅」の情報を提供
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居住支援ネットワークの構築

（参考） 岡山県居住支援協議会の取組

○居住支援活動を実施しているNPO法人と市町村との間で相互連携を図り住宅確保要配慮者の
方にワンストップで情報提供できる仕組みの構築を進める。

○障害者等の入居支援に取り組むNPO法人が構成団体となり、入居支援を実施。

●県内で居住支援を行っているNPO法人
等の情報収集

●各居住支援団体のネットワーク構築に向
けた報告会の実施、活動をHPで公開

【NPO法人 おかやま入居支援センター】
【NPO法人 岡山けんかれん】
【NPO法人 岡山・ホームレス支援きずな】
【NPO法人 子どもシェルターモモ】
【NPO法人 子ども劇場笠岡センター】

【居住支援活動を実施している団体】

【HPで居住支援団体の紹介】
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相談体制の構築

（参考） 大牟田市居住支援協議会の取組

○地域包括ケアシステムの構築に向けて、住宅情報システム「住みよかネット」を構築するとともに、
空き家を改修・活用できる仕組みや住宅確保要配慮者の円滑な入居のための仕組みづくりを研究。

●要配慮者向けの相談マニュアルを作成。
●住まい情報サイト「住みよかネット」
●無料相談会の実施
●窓口での電話・対面相談の実施

空き家の利活用方法を検討

●民生委員・学生と連携し市全域を対象にし
た空き家実態調査〈H25〉

●空き家の所有者を対象に意向調査〈H27〉
●空き家所有者向け無料相談会や空き家利

活用セミナーの実施

【空き家情報サイト】 56



○一般社団法人あんしん住まいサッポロ（札幌）
・民間の高齢者向け住宅の情報提供と住み替え相談窓口を設置。

○ＮＰＯ法人 高齢者支援センター（徳島）
・高齢者等の住み替え相談等を実施。綿密なヒアリングにより要望に

合う賃貸住宅をマッチング。

○ＮＰＯ法人 外国人住まいサポートセンター
（神奈川）

・多言語対応の住宅借り方マニュアル等のパンフレット作成

・司法書士や弁護士等によるトラブル時の相談窓口の設置

○ＴＯＫＹＯチャレンジネット（東京）
・住居を失い、インターネットカフェ等で寝泊まりして就労する者を対象とした相談窓口を設置。

・民間賃貸住宅の情報提供、保証会社を利用したサポート等を実施。必要に応じて、民間アパ
ートを一時住宅として提供。住宅資金等の無利子貸し付けを実施。

・住宅だけでなく、生活全般や健康相談、法律相談にも対応。

・仕事紹介、資格取得支援、履歴書添削、面接指導など、就労面でのサポートも実施。

○ＮＰＯ法人 リトルワンズ（東京）
・ＮＰＯと不動産事業者の連携によるひとり親向け専用のサイトを開設
し、空き家とひとり親世帯とのマッチング

・学校の届出等の手続き支援、各種助成制度の活用支援

若中年単身

高齢者

子育て（ひとり親）

障害者

外国人

生活困窮者
○ＮＰＯ法人 おかやま入居支援センター（岡山）
・障害者等の入居支援に向け、医療・福祉・法律・不動産等の専門家が
連携するネットワークにより、住宅の提供や個別状況に応じた入居後
のサポート

○ＮＰＯ法人 抱樸 （旧北九州ホームレス支援機
構））（北九州）

・入居費・生活費の支援、最低限の家財確保等、賃貸住宅へ入居するホ
ームレスの自立支援

○ＮＰＯ法人 自立支援センターふるさとの会（東
京）

・路上生活者等に対して、宿泊所の提供、日常生活支援、就労支援、退
所後のアフターケア等を実施。

（参考） 居住支援を行う団体の例
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居住支援法人とは
・居住支援法人とは、住宅セーフティネット法に基づき、居住支援を行う法人※として、都道府県が指定するもの

・都道府県は、住宅確保要配慮者の居住支援に係る新たな担い手として、指定することが可能

※住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給促進に関する法律第40条に規定する法人

● 居住支援法人に指定される法人
・NPO法人、一般社団法人、一般財団法人
（公益社団法人・財団法人を含む）

・社会福祉法人
・居住支援を目的とする会社 等

● 居住支援法人の行う業務
① 登録住宅の入居者への家賃債務保証
② 住宅相談など賃貸住宅への円滑な入居に係る

情報提供・相談
③ 見守りなど要配慮者への生活支援
④ ①～③に附帯する業務

都道府県知事

居住支援法人

支援

指定申請

【制度スキーム】

国

※応募要件など詳細については「応募要領」をご覧ください。

● 居住支援法人への支援措置
・居住支援法人が行う業務（上記①～④）に係る活動に対し支援（補助率10/10、補助限度額1,000万円）。
［Ｈ29年度予算］重層的住宅セーフティネット構築支援事業（4.5億円）の内数

※応募要件など詳細については「応募要領」をご覧ください。

居住支援法人制度の概要

※ 居住支援法人は必ずしも①～④のすべての業務を行わな
ければならないものではない。
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【機密性２】
居住支援法人の指定の手続き

居住支援法人の指定は、都道府県知事の裁量により行うことができます。具体的には以下のような手

続きが想定されます。

支援法人になろうとする法人 都道府県 国土交通省

申請に係る事前相談対応指定の申請（法第40条）

審査（法第40条）

・支援業務の実施計画が適切
であること

・経理的・技術的基礎を有す
ること

・役員及び職員の構成が適切
であること 等

申請書及び添付書類の提出
（省令第27条）

相談（任意）
推薦書の

申出（任意）

市町村

推薦書の作成

相談対応
相談（任意）

指定（法第40条）

公示（法第41条）

監督
（法第48条～第50条）

・支援業務に関し監督上必要
な命令

・立入検査
・指定の取消し

居住支援法人としての
活動開始

債務保証業務規程の認可（法第44条）
事業計画等の認可（法第45条）
区分経理（法第46条）

通知

監督

1

3

2

推薦書の交付（任意）

４
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【機密性２】

1 申請できる法人の要件
・居住支援法人の申請をすることができるのは、ＮＰＯ法人、一般社団法人（公益社団法人を含む。）、一般
財団法人（公益財団法人を含む。）、社会福祉法人等、住宅確保要配慮者の居住の支援を行うことを目的と
する会社（株式会社等）です。

2 市町村からの推薦書

・市町村の福祉部局からの推薦書等がある場合には、都道府県知事は申請の審査をするに当たり、それら
を考慮することが可能です。

3 申請に必要な事項及び書類
・申請書に記載が必要な事項は、①名称及び住所並びに代表者の氏名、②事務所の所在地、③支援業務を
開始しようとする年月日であり、申請書に添付する書類については以下の通りとなっております。

定款及び登記事項証明書
直近の財産目録、貸借対照表
申請に係る意思決定を証する書類
支援業務の実施に関する計画
・組織及び運営に関する事項
・支援業務の概要に関する事項

役員の氏名及び略歴
現に行っている業務の概要
その他都道府県知事が必要と認める書類

居住支援法人の指定の手続き

申請書に添付する書類
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【機密性２】
居住支援法人の業務

４ 指定法人の業務内容

・指定法人の業務については、法律上以下の通りとなっております。

① 登録事業者からの要請に基づき、登録住宅入居者の家賃債務の保証をすること
② 住宅確保要配慮者の賃貸住宅への円滑な入居の促進に関する情報の提供、相談その他の援助を行うこと

③ 賃貸住宅に入居する住宅確保要配慮者の生活の安定及び向上に関する情報の提供、相談その他の援助
を行うこと

④ ①～③の業務に附帯する業務を行うこと

○ 支援業務については、必ずしも全ての業務を行う必要はありませんが、各支援業務を行う備えがあることは
必要となります。

① 定款に各支援業務の実施に関することが記載されていること（「要配慮者の居住の支援に係る業務」等の記載でも
可能）

② 「支援業務の概要に関する事項」を記載した書類に、実際に行う支援業務の概要のほか、必要が生じた場合には
各支援業務を行う旨が記載されていること

また、上記①②が困難な場合でも、家賃債務保証業務に関しては以下の場合も「備え」があると判断。

③ 登録家賃債務保証業者と連携を図る旨が「支援業務の概要に関する事項」を記載した書類に記載されている場合

○ 支援業務は指定を受けた都道府県の全域ではなく、一部の区域において行うことも可能であり、また、全ての
住宅確保要配慮者を対象とする必要はなく、一部の属性の住宅確保要配慮者に限った支援を行うことも可能。

【支援業務の「備え」】
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目 的

住宅確保要配慮者（低額所得者、被災者、高齢者、障害者、子どもを養育する者、その他住宅の確保に特
に配慮を要する者）の民間賃貸住宅（住宅確保要配慮者の入居を拒まない賃貸住宅等）への円滑な入居を促
進するため、居住支援法人による住宅確保要配慮者の入居円滑化の取組み等を支援する。

【事業内容】

平成29年度予算：重層的住宅セーフティネット構築
支援事業4.5億円の内数

居住支援法人活動支援事業の概要

（１）応募対象の事業
・ 入居相談（不動産店への同行やコーディネートなど民間賃貸住宅への円滑な入居支援）
・ 居住支援サービス（定期的な見守りや家賃滞納時等における生活相談などの生活支援）

（２）応募要件
・ 居住支援法人であること
・ 地方公共団体または居住支援協議会と連携していること
・ 要配慮者向けの常設の相談窓口を設置していること
・ 要配慮者の居住支援に係る意欲的な取り組みを行っていると認められること

（３）補助金の額
・ 居住支援法人の活動経費に対して単年度あたり1,000万円を限度に支援（補助率10/10）
・ 活動内容に応じて補助上限額を設定

※対面等による定期的な見守り及
び家賃滞納時等における生活相
談等に加えて家賃債務保証又は
サブリースを行う場合、居住支
援サービスの補助上限額がそれ
ぞれ100万円加算されます。

補助上限額

①入居相談 不動産店への同行又はコーディネート等  300万円

対面等による定期的な見守り及び家賃滞納時

等における生活相談等
 500万円

家賃債務保証を併せて行う場合※

（住宅確保要配慮者を対象に自ら提供）
 ＋100万円

サブリースを併せて行う場合※

（入居対象者を住宅確保要配慮者に限定して実施）  ＋100万円

活動内容

②居住支援サービス

居住支援法人活動支援事業の概要
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57%

32%

22%

14% 2%

17%

44%

4%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

H28
入居者

家賃債務
保証会社

家 主

宅地建物取引業者
入居承諾仲介申込み

①賃貸借契約の締結

④家賃滞納
の立替

②家賃債務保証委託契約
・保証料支払い

③家賃滞納
の発生

②家賃債務保証契約

⑤立て替えた
金額の求償

家賃債務保証の概要等

【家賃債務保証の利用状況】

連帯保証人のみ
家賃債務保証

会社のみ
どちらも

なし

家賃債務保証会社が
別途連帯保証人を追加

家賃債務保証会社を利用
約60％

連帯保証人＋家賃
債務保証会社

【家賃債務保証の概要】

仲介会社等 仲介会社等
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出典：（公財）日本賃貸住宅管理協会（平成28年度）家賃債務保証会社の実態調査報告書

○賃貸借契約の約91％において、何らかの保証を求めており、約6割が家賃債務保証会社を利用。

○近年、高齢単身世帯の増加や人間関係の希薄化等を背景として、家賃債務保証会社の利用が増加。

○また、民法改正（3年以内に施行見込み）により、個人根保証契約において、保証する限度額（極度
額）の設定が要件化されることから、連帯保証人の確保が困難になることが見込まれる。



登録業者のメリット
○ 適正に家賃債務保証の業務を行うことができる者として国が登録
し情報提供

○ 登録住宅に入居する住宅確保要配慮者に対し家賃債務を保証する
場合に、住宅金融支援機構による家賃債務保証保険の引受けの対象

○ 専用住宅に低額所得者が入居する場合に実施可能な家賃債務保証
料の低廉化補助の対象

家賃債務保証業者の登録制度の概要

○ 適正に家賃債務保証の業務を行うことができる者として一定の要件を満たす家賃債務保証業者を国に
登録する制度を創設し、その情報を広く提供します。

①家賃債務保証業者の登録制度の概要

②登録の基準

○ 以下の基準等に適合する家賃債務保証業者を登録

・暴力団員等の関与がない
・安定的に業務を運営するための財産的基礎（純資産額1,000万円以上）
・法令等遵守のための研修の実施
・業務に関する基準を規定した内部規則・組織体制の整備
・求償権の行使方法が適切である
・相談又は苦情に応ずるための体制整備
・法人の場合、家賃債務保証業を５年以上継続していること又は常務に従事

する役員のうちに、家賃債務保証業務に３年以上従事した経験がある
・使用人（事務所の代表者）について家賃債務保証業の経験が１年以上 等

○ 適正に家賃債務保証の業務を行うことができる者として一定の要
件を満たす家賃債務保証業者を国に登録することが可能（５年毎
の更新制）

○ なお、これは任意の登録制度であり、登録をしなくても家賃債務
保証業を営むことは可能

○ 登録の事務は国土交通省の地方整備局等で行うので、家賃債務
保証業者は、主たる事務所がある地域を管轄する地方整備局等に
登録申請等を行うこととなる

③業務適正化のためのルール

○ 登録された家賃債務保証業者は、以下のルール等を遵守

・登録業者の従業者であることを証する証明書の携帯
・暴力団員等の排除
・虚偽告知及び誇大広告の禁止
・違約金等について消費者契約法に反する契約の制限
・契約締結までに重要な事項に関する説明・書面交付
・契約締結時の書面交付
・賃借人毎の弁済履歴を記録した帳簿の備付け
・登録業者であることを表示する標識の掲示
・受領した家賃等について自己の財産と分別して管理
・業務及び財産の分別管理等の状況の報告 等

④登録業者に対する指導等

○ 登録業者に対して以下の指導等を実施

・適正な業務運営確保のための報告徴収及び資料提出
・違反行為等に係る指導、助言、勧告及び登録の抹消
・登録の取消等の事実の公表 等

※家賃債務保証業者登録規程（国土交通省告示）
公布：平成29年10月２日
施行：平成29年10月25日 64



住宅金融支援機構による家賃債務保証保険

の賃貸人
登録住宅
の賃貸人

２.家賃支払の滞納

３.家賃の代位弁済 ５.回収

６.回収金の一部
を納付

入居者
登録住宅
入居者

保険の対象
（保険価額）

家賃債務保証業者が登録住宅入居者の家賃
債務につき保証をした金額

填補率
ＪＨＦは保険価額の７割を保険金として支
払う予定

保険事故
家賃債務保証業者による登録住宅入居者の
家賃債務の代位弁済を保険事故とする予定

保険料
ＪＨＦは月額家賃の一定割合を保険付保時
に債務保証業者から受領する予定

回収金

家賃債務保証業者は保険金の支払いを受け
た後、登録住宅入居者からの回収金があっ
た場合、法律の規定に基づいてその一部を
ＪＨＦに納付

保険金の
支払時期

ＪＨＦは登録住宅入居者が居室を明け渡し
た際に保険金を支払う予定

概要
○ 住宅確保要配慮者が家賃債務保証を利用できる環境を整備し、住宅確保要配慮者の登録住宅への入居を

支援するため、（独）住宅金融支援機構（ＪＨＦ）は、適正な家賃債務保証業者※による登録住宅に入居
する住宅確保要配慮者（登録住宅入居者）の家賃の支払に係る債務（家賃債務）の保証について保険引受け

※ 国土交通省による任意の登録制度の登録を受けた業者、居住支援法人が対象

１.保険料の納付
４.保険金
の支払

ＪＨＦ

保証業者
家賃債務
保証業者
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○ 平成29年５月26日に民法の一部を改正する法律が成立（３年以内施行）
○ 賃貸借契約に関連する改正内容に対応し、今後、賃貸住宅標準契約書※ の再改訂を予定

民法改正・賃貸住宅標準契約書の再改訂

概要

○ 確立した判例や解釈論の明文化
・賃貸借契約終了時の敷金返還や原状回復に

関する基本的なルールを明記
・賃借人の修繕権の明記

○ トラブル未然防止のための内容追加
・敷金返還債務の発生要件・範囲等を追加
・通常損耗について原状回復義務を負わない

ことや修繕の費用負担等を明確化

民法の主な改正内容 標準契約書の再改訂の方向

※ 賃貸借契約をめぐる借主・貸主のトラブル防止の観点から、国土交通省が平成５年３月作成、平成24年２月改訂

○ 個人の根保証契約において、保証する額の
限度額（極度額）の設定を要件化

○ 頭書に連帯保証人の氏名・極度額を追加
○ 連帯保証人の保証契約の条件を新設

※ 契約書に極度額が明記されることで、連帯
保証人の確保が困難となる可能性

※ 極度額について、目安となる具体的な額や
考え方は示されていない

○ 賃借物が一部滅失等で使用等できない場合
賃料は当然に減額されるものとする

○ 賃料の減額に関する条文を新設
○ 減額の程度等は貸主・借主が協議
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17%

持ち家 公営住宅 借家
借間 その他

住宅扶助の代理納付の推進

○ 住宅扶助の代理納付の実施率は22.0％

○ 代理納付を推進するため、住宅サイドからの情報提供と
福祉サイドの事実確認を組み合わせた事前手続を整備

① 賃貸人から生活保護受給者の家賃滞納等に係る情報を
福祉事務所（保護の実施機関）に通知

② 通知を受けた福祉事務所は速やかに事実確認を行い、
個別・具体的な代理納付の判断を円滑化

被保護世帯は160万世帯
被保護者の入居に対して

大家の６割が拒否感被保護世帯の約5割が借家

14%

55%

60%

65%単身の高齢者

生活保護受給者

高齢者のみの世帯

一人親世帯

［被保護世帯数の推移］ ［大家の入居拒否感］［被保護世帯の住居の種類］

（H26 民間調査）

生活保護受給者の居住の状況

住宅扶助の代理納付の推進
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登録住宅と専用住宅に関する支援措置一覧

登録住宅 専用住宅

■ 改修費への補助
（国による直接補助）
・家賃を公営住宅水準以下とする等の要件を満たす場合、バリアフリー化やシェアハウスへの用途変更

等の工事費用について、登録事業者に国が直接補助（補助率1/3、上限額原則50万円）

（地方公共団体を通じた補助）
・入居者の月収を38.7万円以下とする等の要件を満たす場合、バリアフリー化やシェアハウスへの用途

変更等の工事費用について、登録事業者に地方公共団体が補助（補助率2/3、上限額原則100万円）

－ ○

■ 改修費への融資
・改修費補助の対象となる工事を含む改修工事の費用について、登録事業者に住宅金融支援機構が融資

（融資率80％）
○ ○

■ 家賃 / 家賃債務保証料低廉化への補助
・入居者が月収15.8万円以下であること等の要件を満たす場合、家賃 / 保証料を低減するための費用に

ついて、登録事業者 / 居住支援法人又は登録保証業者に、地方公共団体が補助（補助率10/10、上限
額〔家賃〕４万円 / 戸・月 〔保証料〕６万円/戸）

－ ○

■ 代理納付に関する手続の利用
・一定の要件を満たす登録住宅の賃貸人は、生活保護受給者の家賃滞納等に関する情報を生活保護の実

施機関（福祉事務所）に情報提供を行うことが可能
・情報提供を受けた福祉事務所は、速やかに事実確認を行い、代理納付を行うかどうかを判断

○ ○

■ 家賃債務保証保険の利用
・居住支援法人や登録家賃債務保証業者が、登録住宅に入居する住宅確保要配慮者の家賃債務を保証す

る場合、住宅金融支援機構がその保証を保険（填補率：70%）
○ ○

■ 居住支援の実施
・居住支援法人や居住支援協議会が、登録住宅の入居者に情報提供、住宅相談、見守り、家賃債務保証

等の居住支援を実施（登録住宅入居者以外にも実施可能）
○ ○
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新たな住宅セーフティネット制度の施行状況について

住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律（住宅セーフティネット法）の一部を改正する法律（平成
29年4月26日公布 10月25日施行）

【新たな住宅セーフティネット制度のイメージ】

【新たな住宅セーフティネット制度の施行状況】（平成29年12月25日時点）

施行状況 備考

住宅確保要配慮者円滑入居賃貸
住宅の登録

３５戸（５府県） 静岡県１５戸、岐阜県１２戸、京都府６戸、
埼玉県１戸、神奈川県１戸

居住支援法人の指定 ４団体（２府県） 大阪府２団体、福岡県２団体

家賃債務保証業者の登録 ２２団体

供給促進計画の策定 ６道府県１市 北海道、青森県、宮城県、大阪府、
愛媛県、沖縄県、横浜市
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○第１回連絡協議会（平成28年12月22日）

○第２回連絡協議会（平成29年2月27日）

○第３回連絡協議会（平成29年6月29日）

○第４回連絡協議会（平成29年11月8日）

○生活困窮者、高齢者、障害者、子どもを育成する家庭等のうち生活や住宅に配慮を要する

方々の住まいの確保や生活の安定、自立の促進に係るセーフティネット機能の強化に向け

て、福祉行政と住宅行政のより一層の緊密な連携を図るため、厚生労働省と国土交通省の関

係局職員による情報共有や協議を行うための標記連絡協議会を設置。

開催状況

福祉・住宅行政の連携強化のための連絡協議会

第1回連絡協議会の様子
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地方ブロックにおける福祉・住宅行政の連携

○ 生活困窮者、高齢者、障害者、子どもを育成する家庭等のうち生活や住宅に配慮を要する方々の住まいの
確保や生活の安定、自立の促進に係るセーフティネット機能の強化に向けて、厚生局と地方整備局が連携
して、情報交換やヒアリング等を行うことにより地方公共団体等への支援に取り組む。

＜相談会の様子＞

地方整備局と厚生局が連携して、希望する市区町村に
直接伺って地域のすまいづくりの課題についての意見交
換・情報交換や、居住支援協議会等へのヒアリングを実
施。

＜実績＞

・関東地方整備局、関東信越厚生局
7市、1村、5区に実施

・中部、北陸地方整備局、東海北陸厚生局
４市に実施

■市区町村居住支援協議会に係る情報交換会

地域の実情を踏まえた、よりきめ細やかな居住支援を実
施するため、居住支援協議会について、体制構築や運営
にあたってのハードルを洗い出し、先進事例・関連事例の
紹介・意見交換等を通じて、市区町村単位の設立促進等を
図る。

＜実績＞

○関東地方整備局、関東信越厚生局
・第１回：平成２９年６月２６日
・第２回：平成２９年１０月１８日
・第３回：年内に開催予定

○中部、北陸地方整備局、東海北陸厚生局
・第１回：平成２９年９月１５日
・第２回：平成２９年１１月１０日
・第３回：平成３０年１月頃に開催予定

○近畿地方整備局、近畿厚生局
・第１回：平成２９年９月１日

○四国地方整備局、中国四国厚生局
・第１回：平成３０年１月頃に開催予定

＜情報交換会の様子＞

■市区町村への個別訪問等

■その他、両地方局開催会議の相互参加 等
＜実績＞

Ｈ２８．１１ 第4回大規模集合住宅勉強会（厚生局主催：関東）

Ｈ２９．２ 関東信越厚生局地域包括ケア推進都県協議会（厚生局主催：関東）

Ｈ２９．２ 関東信越厚生局地域包括ケア推進政令市協議会（厚生局主催：関東）

Ｈ２９．４ 第5回大規模集合住宅勉強会（厚生局主催：関東）

Ｈ２９．７ 厚生局課長会議（厚生局主催：関東）

Ｈ２９．７ 地域包括ケアに関する市町村向けセミナー（厚生局主催：九州）

Ｈ２９．７ 大規模集合住宅勉強会 団地視察（厚生局主催：関東）

※上記のほか、住宅・福祉双方に係る議題について、随時、相互参加する等により連携を実施
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低所得者
（生活保護受給者含む）

高齢者 障害者
子育て世帯

（ひとり親・多子世帯）
DV被害者

児童養護施設
退所者

関係者の連携

ハード面の供給

連帯保証人・緊急
連絡先の確保

入居支援等
（相談、住宅情報、契約
サポート、コーディネート

等）

生活支援
の提供

住宅確保要配慮者等に対する居住支援施策（見取り図）（案）

生活困窮者自立支援制度（居住支援）★生活困窮者自立支援制度（居住支援）★

対象者

支援施策

公的賃貸住宅（公営住宅・地域優良賃貸住宅等）★公的賃貸住宅（公営住宅・地域優良賃貸住宅等）★

母子生活支援施設★母子生活支援施設★

社会的養護自立支援事業（仮称）★
(ひとり親及びDV被害者は、母子生活支援施設や婦人保護施設等の施設退所者に限る）

社会的養護自立支援事業（仮称）★
(ひとり親及びDV被害者は、母子生活支援施設や婦人保護施設等の施設退所者に限る）

民間賃貸住宅（新たな住宅セーフティネット制度）：①登録住宅（ （入居拒否しない住宅） ★、②専用住宅（改修費補助・低所得者の家賃低廉化）★【新設】（※１）民間賃貸住宅（新たな住宅セーフティネット制度）：①登録住宅（ （入居拒否しない住宅） ★、②専用住宅（改修費補助・低所得者の家賃低廉化）★【新設】（※１）

居住支援協議会★、居住支援法人（新たな住宅セーフティネット制度）【新設】●（※１）居住支援協議会★、居住支援法人（新たな住宅セーフティネット制度）【新設】●（※１）

日常生活自立支援事業日常生活自立支援事業

住宅確保要配慮者等に対する効果的な居住支援の実現に向けては、①居住支援協議会が関係者の連携ネットワークを構築しつつ、②ハード面の
供給、③連帯保証人・緊急連絡先の確保、④入居支援等、⑤生活支援の提供、の５本柱で進めていくことが必要。

居住支援法人（新たな住宅セーフティネット制度）：①居住支援法人による家賃債務保証●、②住宅金融支援機構による家賃債務保証保険【新設】（※１）居住支援法人（新たな住宅セーフティネット制度）：①居住支援法人による家賃債務保証●、②住宅金融支援機構による家賃債務保証保険【新設】（※１）

ｻｰﾋﾞｽ付き高齢者向け住宅★

家賃債務保証会社（民間）：①一定の要件を満たす家賃債務保証会社を登録☆、②住宅金融支援機構による家賃債務保証保険【新設】（※１）家賃債務保証会社（民間）：①一定の要件を満たす家賃債務保証会社を登録☆、②住宅金融支援機構による家賃債務保証保険【新設】（※１）

居住の安定確保支援事業
（生活保護受給者）★

居住の安定確保支援事業
（生活保護受給者）★

（※１）新たな住宅セーフティネット制度については、関連法案を平成29年2月3日に閣議決定、4月26日に公布。
（※２）課題である障害者の高齢化・重度化に対応するため、重度障害者に対応したグループホームを創設予定（H30年度～）
（※３）高齢者向けの施策として、上記のほか「低所得高齢者等住まい・生活支援モデル事業」により、①住まいの確保支援、②入居支援及び生活支援を実施（H26～）

婦人保護施設●婦人保護施設●

婦人相談所一時保護施設●婦人相談所一時保護施設●

母子・父子自立支援員★母子・父子自立支援員★

ひとり親家庭等
日常生活支援事業★

ひとり親家庭等
日常生活支援事業★

ひとり親家庭等
生活向上事業★
ひとり親家庭等
生活向上事業★

婦人保護事業★婦人保護事業★

社会的養
護自立支
援事業

（仮称）★

社会的養
護自立支
援事業

（仮称）★

児童養護
施設退所
者等に対

する自立支
援資金貸
付事業●

児童養護
施設退所
者等に対

する自立支
援資金貸
付事業●

居住支援協議会（基礎自治体レベルの活動の充実）★居住支援協議会（基礎自治体レベルの活動の充実）★

保護施設★保護施設★

一部の無料低額宿泊所等一部の無料低額宿泊所等

：国交省

：厚労省

：共 管

☆：国
★：都道府県、市町村
●：都道府県
▲：市町村

【施策】 【実際の措置等】

福祉ホーム★福祉ホーム★

地域移行支援▲地域移行支援▲

地域生活支援事業
（居住サポート事業等）★

地域生活支援事業
（居住サポート事業等）★

障害福祉サービス等
（居宅介護・地域定着支援等）

▲

障害福祉サービス等
（居宅介護・地域定着支援等）

▲

地域支援事業▲
（高齢者の安心な住まいの

確保に資する事業）

（介護予防・日常生活支援
総合事業）

地域支援事業▲
（高齢者の安心な住まいの

確保に資する事業）

（介護予防・日常生活支援
総合事業）

特別養護老人ホーム★
認知症高齢者グループホーム▲

養護老人ホーム★
軽費老人ホーム★
有料老人ホーム★

介護保険サービス▲介護保険サービス▲

障害者グループホーム
（共同生活援助を行う場）▲
障害者グループホーム
（共同生活援助を行う場）▲

(※２)(※２)

無料低額宿泊所等無料低額宿泊所等

保護施設★
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